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それぞれ図 1のような VCHS型待ち行列モデル (I), (II)で抽象
的に表現する．






るまでの時間とする．各属性の長さは {短, 中, 長 }の三種類あ




























各長さの平均処理時間 {hs, hm, hl} {1.0,5.0,9.0}
各長さの平均許容待ち時間 {ws, wm, wl} {1.0,5.0,9.0}
ジョブ量増加後の合計処理率 – 4.4
フォグノードの待ち行列長 KF 5
伝送遅延 dC の平均 m 3.0
伝送遅延 dC の標準偏差 σ 0.6













シミュレーションは，モデル (I)の 1通りとモデル (II)の 3通
り（ジョブ割り振り戦略①～③）の，合計 4通りおこなう．ジョブ
に対する遅延度D(= Ds+Dw)とジョブ損失率Bを求める．た
だし，Ds = (システム滞在時間)/(平均処理時間 {hs, hm, hl})，
Dw = (待ち時間)/(平均許容待ち時間 {ws, wm, wl})で求める．
ジョブ損失率 B は，フォグノードの待ち行列に空きがないとき
に到着したジョブが待ち行列に並ぶことができず破棄される確





λ = 0.055とし，ジョブ割り振り戦略①, ②の閾値を 1.0～10.0









































Strategy 1(Threshold = 2.0)
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